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研究成果概要 
本研究ではスーパーカミオカンデを用いて太陽ニュートリノの精密測定を行った。スー

パーカミオカンデでは 8B の崩壊に伴うエネルギーの高い太陽ニュートリノを捉えてい

る。スーパーカミオカンデが捉えたニュートリノの強度は標準的な太陽モデルから予想

される強度の約４０％しかなく、その原因はニュートリノが太陽から地球に飛んでくる

間に元々の電子ニュートリノから他のニュートリノ（ミューニュートリノやタウニュー

トリノ）に変わってしまうからだということがわかっている。この「ニュートリノ振動」

とよばれる現象を詳しく調べるためには太陽ニュートリノのエネルギースペクトルを詳

しく調べ、エネルギーと共に振動の確率が変化すること（スペクトル歪み）を捉える必

要がある。そのため本研究では

精密なエネルギースペクトル観

測を行っている。 
スーパーカミオカンデは２００

６年７月より、２００８年８月

まで第３期(SK-III)のデータを

取得した。SK-III ではニュート

リノ振動によるスペクトルの歪

みを捉えるために、より低いエ

ネルギーまで太陽ニュートリノを解析すること目指している。左図は２００７年１月以

降２００８年８月１８日までに取得された２９８日分のデータ（赤線）と SK-I の頃のデ

ータ（青線）の太陽方向分布である。このように SK-III では低エネルギー領域において

バックグラウンドを SK-I の約１／３まで低減することができており、SK-IV（2008 年

９月以降の新電子回路によるデータ）において統計をあげていけば５年程度の時間でス

ペクトル歪みを測定できることが期待される。 
整理番号  

5-5.5MeV 5.5-6MeV 6-6.5MeV 

 


